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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・本日、17時10分～奨励金を渡します。受け取っていない職員は、時間・場所を確認し印鑑を忘れずに持参し、受け取りに行くようにして下さい。
・本日、17時30分～看護G内研修があります。業務以外のスタッフは、参加をして下さい。
＜患者様連絡事項＞

・斉藤　仁和様～フルタイド50μg(吸入ステロイド喘息治療剤)がなくなり、田名部Drより1本処方して頂いています。状態観察を行って下さい。

・工藤　綾子様～症状持続していることで、本日、昼～PL顆粒(総合感冒剤)　2日分田名部Drより処方して頂いています。症状の観察・確認を行って下さい。
・佐々木　康子様～症状改善の為、ロキソプロフェンNa・セフジトレン(100)は、飲み切り止めとなっています。引き続き、状態観察を行って下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞
･巴　勇樹様～タバコの本数が1日 (5時～0時)20本までとなっています。喫煙要求が頻回にあり他者とのやり取りや、たかりがある為、トラブルとならないよう注意して下さい。

･安達　貴浩様～スタッフへの話し掛け・暴言、要求の多さ、他者への干渉や落ち着きのなさが目立っています。本日、10時30分他者への悪口を言ったことによりトラブルとなっています。スタッフより説明を受けていますが、了解の悪さ見られ不機嫌となることありました。今後も、他者トラブルのないよう所在の確認を密に行って下さい。また、衝動行為に注意して介入して下さい。

(診察状況)・・・膝痛訴えあり、ハップスター　1P処方となっています。
･中居　松男～他者への干渉はありませんが悲観的発言が多く聞かれています。プログラム
への集中出来ず歩行のフラツキも見られています。服薬時には、呂律不良で一方的に話す事あり介入しています。引き続き、精神症状の有無・日課の取り組み状況の確認を行って下さい。
・松川　麗様～本日、10時30分自室にてコーヒー瓶を投げつけ破損させています。理由については、「安達の野郎が気持ち悪い顔だって言いやがって。東京にいる兄に似てるって言ったら、そう話してきた」と口調荒げ話されています。スタッフの介入・説明に易怒的となることなく、了解され徐々に落ち着くこと出来ています。必要時には、介入・傾聴し落ち着いて頂くよう環境調整し関わって下さい。

(診察状況)・・本日、ハロマンス(50) 1A(右臀部)へ施行しています。
タスモリン(1) 1T　1×昼後中止となっています。
＜田名部Dr診察情報＞

・赤石　陽介様～アルコール依存症プログラムが本日より開始となっています。また、作業療法についても、本日より導入となっています。
・七崎　之利様～5/31(金)退院希望聞かれ、許可となっています。
不眠時の予測継続となっています。

・木村　ミワ様～6月中旬を目途に退院予定としています。6/13(木)ケアマネージャーも同席した退院前訪問指導を予定しています。
・天間　康宏様～便秘時の予測指示継続となっています。
・袴田　将志様～不眠時・便秘時の予測指示継続となっています。
・山本　伸子様～幻聴については、続いているとの事です。本日夕～①タスモリン(1)　1T　1×夕後止め、④タスモリン(1)　2T　2×朝・夕後追加　7日分処方となっています。

・畑山　幸子様～④テトラミド(10)　3T→1Tへ変更・ノーマルン(25)　1T追加　7日分処方となっています。

・飯豊　信雄様～右下顎側の歯痛訴えあり、本日夕～ロキソプロフェンNa　2T　2×朝・夕後　4日分処方となっています。
・中森　みや子様～血圧についての訴えがあり、アムロジピンは本人様希望にて5/28(火)より中止となっています。
・伊藤　義彦様～腰痛持続していることから、ナパゲルン軟膏　1本処方となっています。
・平野　稔様～6/8(土)退院予定となっています。

＜中野Dr診察＞

・森　美智男様～免許更新は、無理であることを説明しています。また、南部町でうみねこ幸房のような施設があるかPSW確認中とのことです。
＜アルコールプログラム予定＞

森　美智男様

5/27(月)　　午前　　テキスト①
5/28(火)    午後　　テキスト②
5/29(水)　　午前　　テキスト③
5/30(木)　　午後　　ゼロの会参加

5/31(金)    午前　　テキスト振り返り
6/1 (土)　　午後　　ビデオ(アルコール依存症1・2)　外泊訓練
6/2 (日)　　　　　　外泊訓練
※江刺家　陽輝様の症例検討会を実施しています。
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西病棟

備考

検討された支援内

容と今後の方針

・外出・泊訓練

・服薬教育、服薬自己管理

・症状マネジメント

・ロールプレイを行い、対人交流の図り方を指導していく。（クライシスプラン作

　成終了後は、その内容に沿って行う）

・基本的な介護技術の習得(簡単な資料を渡す)

・生活技術のトレーニング（食事・洗濯・掃除・金銭管理・交通機関の利用）

・退院前訪問指導(3回)

・SST

・セルフモニタリング

・クライシスプランの作成（想定される内容を全て盛り込む）

・退院後の具体的生活設計

・母様との面会

・祖母様が退院後、具体的な状態やケアプランの情報収集を行い、支援内容に追加

　していく。

・相談相手の確保

・体調管理の指導、アドバイス

・なぜ、今まで自宅退院の方向性がなかったかを自覚できるよう介入する。



退院後必要とされる社会資源

・訪問看護、デイケア、外来通院（カウンセリングは本人と検討）、青明舎

抽出された問題点

・情動不安定となった際、苛々感が出現し暴力行為に至る事や希死念慮が出現し自

傷行

　為にいたる可能性がある。

・対人交流面が未発達

・生活技術の不足、不安がある

・退院後の生活の仕方がイメージ出来ていない

・祖母の介護に不安がある

・母様、祖父母、友人と適切な関係性を保つ事ができない



開催日：Ｈ25年5月　27日

時間：13：00～13：30

報告書（症例検討会5回目）

チームメンバー

Bチーム:リーダー 阿部　大

三浦、橘、坂本、高森、長濱　　　　　　　　　　                作成日　Ｈ25年5月27日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者　相馬　亜紀子

　

基礎情報

氏名：江刺家　陽輝様　（男性：20歳）　病名：広汎性発達障害

入院年月日：平成21年11月16日　　　　　　　　　　当院5回目

入院形態：医療保護入院⇒任意入院

退院予定年月日：7月中旬　退院予定先：自宅

